
 新冠町立朝日小学校いじめ防止基本方針     

令 和 ２ 年 ４ 月  

 

１  いじめの定 義といじめに対する本校の基本認識                     

 

 

 

 

 

 

  上 記 の 考え 方 の もと 、 本 校 では 全 ての 職 員 が 「 いじ め は 、ど の 学 校・ ど の 学

級 で も 起 こ りう る も ので あ り 、い じ め 問題 に 全 く 無 関係 で す む児 童 は いな い 。

誰 も が 被 害 者に も 加 害者 に も なり 得 る 。」ま た「 い じ め は 、人 権侵 害 で あ る 。」

と い う  基 本 認識 に た ち、 全 校 の 児童 が「 い じ め の ない 明 る く楽 し い 学校 生 活 」

を 送 る こ と がで き る よう に 、 「い じ め 防止 基 本 方 針 」を 策 定 した 。 い じ め 防 止

の た め の 基 本姿 勢 と して 、 以 下の ５ つ のポ イ ン ト を あげ る 。   

① い じ め を 許さ な い 、見 過 ご さな い 雰 囲気 づ く り に 努め る 。    

② 児 童 一 人 一人 の 自 己有 用 感 を高 め 、 自尊 感 情 を 育 む教 育 活 動を 推 進 する 。   

③ 児 童 ・ 教 職員 の 人 権感 覚 を 高 め、 児 童と 児 童 、 児 童と 教 職 員を は じ めと す る 校  

内 の お け る 温か な 人 間関 係 を 築く 。   

④ い じ め の 早期 発 見 のた め に 、様 々 な 手段 を 講 じ る 。    

⑤ い じ め の 早期 解 決 のた め に 、 当該 児 童の 安 全 を 保 証す る と とも に 、 学校 内 だ け  

で な く 保 護 者・ 地 域 ・各 種 団 体や 専 門 家と 協 力 を し て、 解 決 にあ た る 。    

また、対人関係から生じたトラブルを解決し、人間関係を修復していく力を身に付け、

変化の激しい社会にあって自立し、粘り強く、たくましく生きていくことができる力を育

んでいく視点を持って指導に当たる。 

 

２  いじめの未 然防止のための取組                                    

  児 童 一 人一 人 が 認め ら れ 、 お互 い に相 手 を 思 い やる 雰 囲 気づ く り に学 校 全 体

で 取 り 組 む 。ま た 、 教師 一 人 一人 が 分 かり や す い 授 業を 心 が け、 児 童 に基 礎 ・

基 本 の 定 着 を図 る と とも に 学 習に 対 す る達 成 感 ・ 成 就感 を 育 て、 自 己 有用 感 を

味 わ い 自 尊 感情 を 育 むこ と が でき る よ うに 努 め る 。 道徳 の 時 間に は 命 の大 切 さ

に つ い て の 指導 を 行 う。 ま た 、「 い じ めは 絶 対 に 許 され な い こと で あ る」 と い

う 認 識 を 児 童が も つ よう に 、 教育 活 動 全体 を 通 し て 指導 す る 。そ し て 、見 て 見

ぬ ふ り を す るこ と や 知ら ん 顔 をす る こ とも 「 傍 観 者 」と し て 、い じ め に加 担 し

て い る こ と を知 ら し める 。   

（ １ ） い じ め を許 さ な い 、 見過 ご さ な い雰 囲 気 づ く り に努 め る 。     

 ① 「 反 い じめ ４ ル ール 」 に 従い 行 動 する 。     

 （ ア ） 私 たち は 他 の人 を い じめ ま せ ん     

 （ イ ） 私 たち は い じめ ら れ てい る 人 を助 け ま す    

 

                  ―  諸 規 定 ５  ―  

い じ め と は 、「 児 童 生徒 に 対 して 、 当 該児 童 生 徒 が 在籍 す る 学校 に 在 籍し  

て い る 等 当 該児 童 生 徒と 一 定 の人 間 関 係に あ る 他 の 児童 生 徒 が行 う 心 理的 又

は 物 理 的 な 影響 を 与 える 行 為 (イン タ ーネ ッ ト を 通 じて 行 わ れる も の も含

む 。)で あっ て 、当 該 行 為の 対 象 とな っ た児 童 生 徒 が 心身 の 苦 痛を 感 じ てい る

も の 。 」 ＜ いじ め 防 止対 策 推 進法 第 2 条＞   

 



（ ウ ） 私 た ちは 一 人 ぼっ ち の 人（ 仲 間 外れ に さ れ て いる 人 ） を仲 間 に 入れ ま す  

 （ エ ） も し 誰 か が い じ め ら れ て い る の を 見 た ら 、 学 校 や 家 の 大 人 に そ の こ と を  

   話 し ます   

 ② あ い さ つ運 動   人 と 人と の 結 びつ きの 基 本 で あ る挨 拶 を 中心 に 据 え、 関 わ り  

  を 豊 か にし 、 思 いや り や 感 謝の 心 をも っ て 周 囲 に応 え よ うと す る 心情 を 高 め  

  る た め のい じ め ゼロ を 目 指し た 児 童会 活 動 を 推 進す る 。    

 ③ 道 徳 の 日   毎 月 １ 回 、 自 己 肯 定 感 を育 て る 道 徳 の 日 と し て 位 置 づ け 、 心 と 心  

  の 連 携 を 図 る 。    

（ ２ ） 児 童 一 人一 人 の 自 己 有用 感 を 高 め、 自 尊 感 情 を 育む 教 育 活 動 を推 進 す る 。  

  ① 一 人 一 人 が活 躍 で きる 学 習 活動    

  「 健 康 な心 や 体 づく り な ど の基 本 的な 生 活 習 慣 の定 着 は 学習 を 支 える 生 活 基  

  盤 と な るも の で ある 」 と いう 立 場 に立 ち 、 以 下 の教 育 を 推進 す る 。  

 （ ア ） 縦 割り 班 活 動等 の 異 学年 交 流 の充 実  

 （ イ ） 児 童の 自 発 的な 活 動 を支 え る 委員 会 活 動 の 充実  

 （ ウ ） 児 童が 主 体 的に 取 り 組め る 学 習活 動 や 自 学 、自 主 学 習プ リ ン トの 工 夫   

 ② 人 と の 関わ り 方 を身 に 付 ける た め の活 動    

   朝 ・ 帰り の 会 で、 自 他 で は思 い や考 え が 違 う こと に 気 付か せ 、 その よ う な

中 に 認 め ら れる 自 分 が存 在 し て いる こ とを 感 じ る こ とで 、 自 尊感 情 を 育 み明

る く 楽 し い 学校 生 活 を送 る こ とが で き るよ う に す る 。    

 ③ 安 心 し て自 分 を 表現 で き る年 間 カ リキ ュ ラ ム の 作成    

   年 間 カリ キ ュ ラム に お け る活 用 する 力 の 項 目 や内 容 を 明確 に し 、見 通 し を

も っ て 学 習 に取 り 組 める 発 問 や指 導 方 法を 工 夫 す る 。    

 ④ 人 と つ なが る 喜 びを 味 わ う体 験 活 動    

   友 達 と分 か り 合え る 楽 し さや う れし さ を 実 感 でき る 確 かな 力 の 育成 と 、 相

互 交 流 の 工 夫を 行 う こと で コ ミ ュニ ケ ーシ ョ ン 力 を 育成 す る 。ま た 、 学 校行

事 や 児 童 会 活動 、 総 合的 な 学 習 の時 間 や生 活 科 に お ける 道 徳 性育 成 に 資 する

体 験 活 動 の 推進 を 行 う。     

 

３  いじめの早 期発見・早期解決に向けての取組                    

  （ １ ） い じ め の 早期 発 見 の ため に 、 様々 な 手 段 を 講 じる 。    

 ① 「 い じ めは ど の 学校 で も 、 どの 児 童に も 起 こ り うる も の であ る 。 」と い う 基  

  本 認 識 に立 ち 、 全て の 教 員 が児 童 の様 子 を 見 守 り日 常 的 な観 察 を 丁寧 に 行 う  

  こ と に より 、 児 童の 小 さ な 変化 を 見逃 さ な い 鋭 い感 覚 を 身に 付 け てい く こ と  

  が 必 要 であ る 。    

 ② お か し いと 感 じ た児 童 が い る場 合 には 学 年 団 や 生活 指 導 会議 等 の 場に お い て  

  気 付 い たこ と を 共有 し 、 より 大 勢 の目 で 当 該 児 童を 見 守 る。    

 ③ 様 子 に 変化 が 見 られ る 場 合 には 、 教師 が 積 極 的 に働 き か けを 行 い 児童 に 安 心  

  感 を も たせ る と とも に 問 題の 有 無 を確 か め 、解 決 すべ き 問 題が あ る 場合 に は 、 

  「 臨 時 教育 相 談 」や 「 定 期 教育 相 談週 間 」 で 当 該児 童 か ら悩 み 等 を聞 き 、 問  

  題 の 早 期解 決 を 図る 。    

 

―  諸 規 定 ６  ―  



 ④ 児 童 に 「生 活 ・ 学習 に 関 す るア ン ケー ト 」 を 行 い、 児 童 の悩 み や 人間 関 係 を  

  把 握 し 、い じ め ゼロ の 学 校づ く り を目 指 す 。    

 ⑤ 「 い じ めア ン ケ ート 」 に よ り、 実 践的 な 態 度 を 養う 道 徳 教育 の 推 進を 推 し 進  

  め る 。    

（ ２ ）い じ め の 早 期解 決 の た めに 、全 職員 が 一 致 団 結 して 問 題 の 解 決に あ た る 。 

① い じ め 問 題を 発 見 した と き には 、 学 級担 任 だ け で 抱え 込 む こと な く 、学 校 長  

 以 下 全 て の 教 員 が 対 応 を 協 議 し 、 的 確 な 役 割 分 担 を し て い じ め 問 題 の 解 決  

 に あ た る 。    

 ② 情 報 収 集を 綿 密 に行 い 、 事 実確 認 をし た 上 で 、 いじ め ら れて い る 児童 の 身 の  

  安 全 を 最優 先 に 考え 、 い じ めて い る側 の 児 童 に 対し て は 毅然 と し た態 度 で 指  

  導 に あ たる 。 い じめ を 受 けた 児 童 への 謝 罪 の 気 持ち を 醸 成さ せ る 。    

 ③ 傍 観 者 の立 場 に いる 児 童 た ちに も いじ め て い る のと 同 様 であ る と いう こ と を  

  指 導 す る。    

 ④ 学 校 内 だけ で な く各 種 団 体や 専 門 家と 協 力 を し て解 決 に あた る 。    

 ⑤ い じ め られ て い る児 童 の 心 の傷 を 癒す た め に 、 スク ー ル カウ ン セ ラー や 養 護  

  教 諭 と 連携 を 取 りな が ら 、指 導 を 行っ て い く 。     

（ ３ ） 家 庭 や 地域 、 関 係 機 関と 連 携 し た取 組    

 ① い じ め 問題 が 起 きた と き に は家 庭 との 連 携 を い つも 以 上 に密 に し 、学 校 側 の  

  取 組 に つい て の 情報 を 伝 え ると と もに 、 家 庭 で の 様 子 や 友達 関 係 につ い て の  

  情 報 を 集め て 指 導に 生 か す こと と する 。 決 し て 学校 内 だ けで 問 題 解決 を す る  

  よ う な こと は し ない 。    

 ② 学 校 や 家庭 に は なか な か 話 すこ と がで き な い よ うな 状 況 であ れ ば 、「 い の ち  

  の 電 話 」等 の い じめ 問 題 など の 相 談窓 口 の 利 用 も検 討 す る。    

（４）いじめの解消 

  次の 2 つの要件が満たされていること 

  ① い じ めに 係 る 行為 が や んで い る こと  

   ・ 期 間は 少 な くと も ３ か月 を 目 安。  

  ② 被 害 児童 が 心 身の 苦 痛 を感 じ て いな い こ と  

    

４  いじめ問題 に取り組むための組織                                  

（ １ ） 学 校 内 の組 織     

 ① 「 生 活 指導 会 議 」    

  月 １ 回 全教 職 員 で問 題 傾 向 を有 す る児 童 に つ い て、 現 状 や指 導 に つい て の 情  

  報 の 交 換、 及 び 共通 行 動 につ い て の話 し 合 い を 行う 。     

 ② 「 い じ め防 止 対 策委 員 会 」    

  い じ め 防止 に 関 する 措 置 を 実効 的 に行 う た め 、 管理 職 、 指導 部 、 養護 教 諭 、  

 当 該 学 級 担任 に よ る「 い じ め防 止 対 策委 員 会 」 を 設置 す る 。必 要 に 応じ て 委  

 員 会 を 開 催す る 。    

（ ２ ） 教 育 委 員会 を は じ め 関係 機 関 と 連携 し た 組 織   

  い じ め の事 実 を 確認 し た 場 合の 教 育委 員 会 へ の 報告 、 重 大事 態 発 生時 の 対 応  

等 に つ い て は、 法 に 即し て 、 教育 委 員 会に 指 導 ・ 助 言を 求 め て学 校 と して 組 織   

―  諸 規 定 ７  ―  



的 に 動 く 。 地域 全 体 で、 「 い じめ は 絶 対許 さ れ な い 」と い う 認識 を 広 める こ と  

が 大 切 で あ るい う こ とか ら 、 ＰＴ Ａ や 地域 の 会 合 等 で、 い じ め問 題 な どの 健 全  

 育 成 に つ いて の 話 し合 い を 奨め る こ とを お 願 い す る。       

 

月  「いじめ防 止 対策 委 員 会 」の取 組  その他全 職 員 での取 組  

４月  

 

 

 

５月  

 

 

７月  

８月  

９月  

 

1 0 月  

1 1 月  

1 2 月  

 

１月  

２月  

 

・ いじめ未 然 防 止 への取 組 内 容 の

検 討   

・望 ましい集 団 づくりのための取 組 内

容 の検 討   

・いじめ等 問 題 行 動 に対 する学 校方

針 の検 討   

・教 育 相 談の取 組 内 容の検 討    

・夏 休 み前 までの取 組 の反 省 と夏 休

み後 の取 組の検 討     

・前 期 取 組 の反 省 と後 期 の取 組 の

検 討   

・教 育 相 談の取 組 内 容の検 討     

・冬 休 み前 までの取 組 の反 省 と冬 休

み後 の取 組の検 討    

 

・後 期 の取 組 の反 省 と次 年 度 の取

組 の検 討  

・関 係 機 関 担当 者 の把握   

・学 校 いじめ等 問 題 行 動 に対 する方 針

の保 護 者 への説 明 （PT A  総 会 、HP 等 ）  

・教 育 相 談 後の情 報 交換   

・いじめアンケート   

・児 童 生 活 ・学習 アンケート    

 

・夏 休 み中 の児 童 の様 子 についての情

報 交 換   

 

・授 業 アンケート   

・いじめアンケート   

・教 育 相 談 後の情 報 交換   

・児 童 アンケート    

 

・冬 休 みの児 童 の様 子 についての情 報

交 換  

 

定 期  

的 な  

取 組  

 

 ・毎 月 の職 員会 議 で児 童についての情 報 交換  

 ・児 童 の１日の振 り返 り（毎日 、帰 りの会 ）  

 ・学 校 生 活 向 上のための話 し合 い（児 童会 、月 １回 ）  

 ・毎 月 の「あいさつ運動 」の取組  

・ネットパトロール  

                  

     
いじめ防止対策委員会  

 
      

                   

保

護

者 
             

教

育

委

員

会 

  

    
  事 務 局  校 長  (委 員 長 )    

      

 
  

連 携  
    

    
    報 告

指 導  

  
  

   
  教 頭 ，教 務 主 任，指 導 部長 ，    

    

                  

    
  養 護 教 諭 ，該 当学 級 担 任    

      

                
                   

       
連  携  

         

        
           

     
                 

     
  

関 係  

機 関   
  

       

                 
     

ＰＴＡ会 長 ，警 察 (朝 日交 番 )  
       

                   

     
町 教 育 委 員 会 職 員 (指導 主 事 等 )  

       

                      

                  
 

－  諸 規 定 ８  －  


